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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成28年9月1日(2016.9.1)

【公開番号】特開2016-56998(P2016-56998A)
【公開日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-024
【出願番号】特願2014-183588(P2014-183588)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｄ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｂ   27/00     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｄ   11/00     １０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月18日(2016.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテナ（１００）の庫内を冷却する冷凍装置（１０）であって、
　エンジン（２１）によって駆動される発電機（２２）の交流出力が供給されるモータ駆
動用インバータ装置（２４）と、
　前記モータ駆動用インバータ装置（２４）によって冷媒吐出量が制御される電動圧縮機
（１２）と、
　前記電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、前記コンテナ（１００）外部の外気
に放熱するコンデンサ（１３）と、
　前記電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、前記庫内を冷却するエバポレータ（
１５）と、
　直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、前記コンデンサ（１３）に送風す
るコンデンサファン（１６）と、
　前記直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、前記エバポレータ（１５）に
送風するエバポレータファン（１７）と、を備え、
　前記エンジン（２１）の回転数によらず、また前記エンジン（２１）が停止している状
態でも回転させることができ、前記発電機（２２）が供給する交流電力の周波数及び電圧
に関係なく前記コンデンサファン（１６）及び前記エバポレータファン（１７）を駆動す
ることができ、
　少なくとも前記電動圧縮機（１２）と、前記モータ駆動用インバータ装置（２４）と、
前記エンジン（２１）と、を制御する制御装置（３０）を更に備えることを特徴とする冷
凍装置。
【請求項２】
　前記制御装置（３０）に指令信号を供給するコントロールパネル（３１）を更に備え、
　前記コントロールパネル（３１）は、前記エンジン（２１）の回転速度を低速に固定す
る低速固定指令手段（３１ａ）を備えることを特徴とする請求項１に記載の冷凍装置。
【請求項３】
　前記制御装置（３０）に指令信号を供給するコントロールパネル（３１）を更に備え、
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　前記コントロールパネル（３１）は、前記エンジン（２１）の停止を許可せず前記エン
ジンを連続回転させるエンジン連続指令手段（３１ｂ）を備えることを特徴とする請求項
１または請求項２に記載の冷凍装置。
【請求項４】
　前記発電機（２２）の前記交流出力によって加熱され前記庫内を暖房する電気ヒータ（
１０ｃ）を更に備えることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の冷凍装置
。
【請求項５】
　コンテナ（１００）の庫内を冷却する冷凍装置（１０）と、この冷凍装置（１０）に発
電電力を供給する発電装置（２０）とを備えたコンテナ用冷凍システムであって、
　前記発電装置（２０）は、
　エンジン（２１）と、
　前記エンジン（２１）によって駆動され交流出力を発生する発電機（２２）と、
　前記エンジン（２１）の動力が電力に変換されて直流出力を発生する直流電源装置（２
３０）と、を備え、
　前記冷凍装置（１０）は、
　前記発電機（２２）の前記交流出力が供給されるモータ駆動用インバータ装置（２４）
と、
　前記モータ駆動用インバータ装置（２４）によって冷媒吐出量が制御される電動圧縮機
（１２）と、
　前記電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、前記コンテナ（１００）外部の外気
に放熱するコンデンサ（１３）と、
　前記電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、前記庫内を冷却するエバポレータ（
１５）と、
　前記直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、前記コンデンサ（１３）に送
風するコンデンサファン（１６）と、
　前記直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、前記エバポレータ（１５）に
送風するエバポレータファン（１７）と、を備え、
　前記エンジン（２１）の回転数によらず、また前記エンジン（２１）が停止している状
態でも回転させることができ、前記発電機（２２）が供給する交流電力の周波数及び電圧
に関係なく前記コンデンサファン（１６）及び前記エバポレータファン（１７）を駆動す
ることができ、
　少なくとも前記電動圧縮機（１２）と、前記モータ駆動用インバータ装置（２４）と、
前記エンジン（２１）と、を制御する制御装置（３０）を更に備えることを特徴とするコ
ンテナ用冷凍システム。
【請求項６】
　前記直流電源装置（２３０）は、前記エンジン（２１）の動力により駆動されるオルタ
ネータ（２４ｂ）と、このオルタネータ（２４ｂ）により充電されるバッテリ（２３）と
から構成されることを特徴とする請求項５に記載のコンテナ用冷凍システム。
【請求項７】
　前記直流電源装置（２３０）は、前記発電機（２２）の前記交流出力を直流に変換する
ＡＣＤＣコンバータ（２４ａ）と、前記発電機（２２）の前記交流出力側に商用電源が供
給される接続端子（２５）と、を有し、
　前記ＡＣＤＣコンバータ（２４ａ）は、前記接続端子（２５）を介して供給された前記
商用電源からの電力も直流に変換することを特徴とする請求項５に記載のコンテナ用冷凍
システム。
【請求項８】
　前記制御装置（３０）に指令信号を供給するコントロールパネル（３１）を更に有し、
　このコントロールパネル（３１）は、前記エンジン（２１）の回転速度を低速に固定す
る低速固定指令手段（３１ａ）を有することを特徴とする請求項５から７のいずれか一項
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に記載のコンテナ用冷凍システム。
【請求項９】
　前記制御装置（３０）に指令信号を供給するコントロールパネル（３１）を更に有し、
　このコントロールパネル（３１）は、前記エンジン（２１）の停止を許可せず前記エン
ジン（２１）を連続運転させるエンジン連続指令手段（３１ｂ）を有することを特徴とす
る請求項５から８のいずれか一項に記載のコンテナ用冷凍システム。
【請求項１０】
　前記発電機（２２）の前記交流出力によって加熱され前記庫内を暖房する電気ヒータ（
１０ｃ）を更に備えることを特徴とする請求項５から９のいずれか一項に記載のコンテナ
用冷凍システム。
【請求項１１】
　前記電動圧縮機（１２）は、前記モータ駆動用インバータ装置（２４）で速度制御され
る直流ブラシレスモータで駆動されることを特徴とする請求項５から１０のいずれか一項
に記載のコンテナ用冷凍システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は上記目的を達成するために、下記の技術的手段を採用する。すなわち、本発明
の冷凍装置は、
　コンテナ（１００）の庫内を冷却する冷凍装置（１０）であって、
　エンジン（２１）によって駆動される発電機（２２）の交流出力が供給されるモータ駆
動用インバータ装置（２４）と、
　モータ駆動用インバータ装置（２４）によって冷媒吐出量が制御される電動圧縮機（１
２）と、
　電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、コンテナ（１００）外部の外気に放熱す
るコンデンサ（１３）と、
　電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、コンテナ（１００）の庫内を冷却するエ
バポレータ（１５）と、
　直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、コンデンサ（１３）に送風するコ
ンデンサファン（１６）と、
　直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、エバポレータ（１５）に送風する
エバポレータファン（１７）とを備え、
　エンジン（２１）の回転数によらず、またエンジン（２１）が停止している状態でも回
転させることができ、発電機（２２）が供給する交流電力の周波数及び電圧に関係なくコ
ンデンサファン（１６）及びエバポレータファン（１７）を駆動することができ、
　少なくとも電動圧縮機（１２）、モータ駆動用インバータ装置（２４）及びエンジン（
２１）を制御する制御装置（３０）を更に備えることを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　次に、本発明のコンテナ用冷凍システムは、コンテナ（１００）の庫内を冷却する冷凍
装置（１０）と、この冷凍装置（１０）に発電電力を供給する発電装置（２０）とを備え
る。
【手続補正４】



(4) JP 2016-56998 A5 2016.9.1

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　発電装置（２０）は、
　エンジン（２１）と、
　エンジン（２１）によって駆動され交流出力を発生する発電機（２２）と、
　エンジン（２１）の動力が電力に変換されて直流出力を発生する直流電源装置（２３０
）と、を備え、
　冷凍装置（１０）は、
　発電機（２２）の交流出力が供給されるモータ駆動用インバータ装置（２４）と、
　モータ駆動用インバータ装置（２４）によって冷媒吐出量が制御される電動圧縮機（１
２）と、
　電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、コンテナ（１００）外部の外気に放熱す
るコンデンサ（１３）と、
　電動圧縮機（１２）からの冷媒が内部を流れ、コンテナ（１００）の庫内を冷却するエ
バポレータ（１５）と、
　直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、コンデンサ（１３）に送風するコ
ンデンサファン（１６）と、
　直流電源装置（２３０）の直流出力により駆動され、エバポレータ（１５）に送風する
エバポレータファン（１７）と、を備え、
　エンジン（２１）の回転数によらず、またエンジン（２１）が停止している状態でも回
転させることができ、発電機（２２）が供給する交流電力の周波数及び電圧に関係なくコ
ンデンサファン（１６）及びエバポレータファン（１７）を駆動することができ、
　少なくとも電動圧縮機（１２）、モータ駆動用インバータ装置（２４）及びエンジン（
２１）を制御する制御装置（３０）を更に備える。
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